
                     重大事故に対する社内体制図（安全管理体制）     令和 4年 4月 1日付 

  
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○対策本部の設置 

○状況を対策本部長へ報告 

口頭と書面にて伝達 

 

貸切バス営業部 

運行課 

○事務所にて対応 

○車両破損状態の確認 

※必要に応じて現地へ 

連絡し聞取り 

 

 

警察機関との連絡 

自動車事故速報指示 

現場急行を指示※2 

会社役員への報告※3 

相手方への対応 

各報道機関対応 

 保険会社へ連絡指示 管理部総務課 

情報集約・状況共有 

事故・事件発生現場 

（運転士・ガイド） 

又は現場急行員 

○顧客へ連絡対応 

○乗客名簿の取得 

○代替等要請準備 

 

1 次対応責任者 
経過伝達 

※1 を参照 

▼横断的連携！！（所属
．．

部署に関わらず
．．．．．．．

全ての人員で協力し対応する。） 
▼緊急性を伴う場合、記録紙記入は事後記入する。 
▼全てにおいて負傷者対応を優先 
▼各部署は-担当する作業に関しては、別紙 ‘経過記録用紙’に基づき対応、記入する。 
▼①の担当者が不在の場合のみ②以下へ移動する。 
▼ ※2 課長級以上の社員 
▼ ※3 時刻に関係なく連絡すること 
▼ ※4 現地員への行動指示 

 
 
 

負傷者搬送先病院確認 

事故・事件対策本部 

① 運行課  係長  伊藤 孝利 

② 運行課  係長  藤原 康子 

③ 安全教育課課長  高澤 康弘 

④ 運輸部  課長   芦界 靖彦 

 

担当部署社員の招集 

対応判断※４ 

連絡 

※ 1 対 策 本 部 組 織 図  
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